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持続可能な社会の実現に向けて

※活動マーク：「将来への手紙」をイメージして、３つのチャレンジをデザイン

● 事業活動でのCO2排出０（ゼロ）をめざしていく
● CO2排出を大きく抑制する製品・サービスを提供する

● 事業活動での有害化学物質排出０（ゼロ）をめざしていく
● 生物多様性を尊重した事業展開を行う

● 事業活動での廃棄物０（ゼロ）をめざしていく
● 水資源の保全・リサイクルを徹底する

HarmFREE

CO2FREE

WasteFREE

Kawasaki地球環境ビジョン2050の策定

｢CO2 FREE｣、｢Waste FREE｣、｢Harm FREE｣の３つのビジョンを基本に環境経営を具現化し、
2050年に向けて地球温暖化の抑制、循環型社会の推進、生物多様性の保全に貢献していきます。

川崎重工グループは、地球温暖化の抑制に向けて発効されたパリ協定や、
国連により採択された持続可能な開発目標（SDGs）を受け、
将来の持続可能な社会の実現に協働して取り組むことを宣言し、
｢Kawasaki地球環境ビジョン2050｣を策定しました。
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　当社は環境経営への取り組みとして、1994年に
第1次環境経営活動基本計画を策定し、全社一丸と
なって環境保全活動をスタートさせました。その
後、1999年に「環境憲章」を制定し、社内外に当社
の環境への取り組み姿勢を示すとともに、長期ビ
ジョンとして2003年には｢環境ビジョン2010」、
2010年には「環境ビジョン2020」を策定してきま
した。これらに基づいて具体的な環境経営活動計
画を立て、着実に実行しています。

　そしてこのたび、「環境ビジョン2020」の実現を
目前に控え、事業活動による環境負荷ゼロに加え
て、製品・サービスによる地球環境への大きな貢献
を目指していく、新たな「Kawasaki地球環境ビジョ
ン2050」を策定しました。当社は常に時代を先取り
したビジョンに向けた着実な環境経営活動を通じ、
グループミッション「世界の人々の豊かな生活と地
球環境の未来に貢献する“Global Kawasaki”」の
実現に向けて前進していきます。

環境経営への取り組み

● 日本版ススチチュュュワワードシップシップ・コーコーコ ド（2ド（ド（2014014））

第1次～第9次 環境経営活動基本計画
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環境ビジョン2020 
（2010年制定）

● 低炭素社会の実現
● 循環型社会の実現
● 自然共生社会の実現
● 環境マネジメントシステムの確立

2030年目標 
● CO2排出量26%削減
  (2013年度比）

環境ビジョン2010 
(2003年制定）

● 環境理念
● 環境経営
● 環境配慮製品
● 環境配慮生産
● 環境配慮コミュニケーション

 環境憲章
 ［1999年制定
 （2010年改定）］

Kawasaki 
地球環境ビジョン
2050
（2017年制定）

● CO2 FREE
● Waste FREE
● Harm FREE




